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本年度の間伐・間伐材利用コンクールの表彰式が、10月15日に石川県金沢
市で開催された「森林整備シンポジウム2009  in  石川」において行われま
した。森林を健全に育て、多面的な役割を十分に発揮するためには欠かせな
い間伐と間伐材利用の促進。各地の取組の中から、今年も11組がその表彰の
栄誉に輝きました。全国の模範となる取組をご紹介します。

間伐・間伐材利用　コンクール

森
林
は
地
球
温
暖
化
の
防
止
、
国
土

の
保
全
、
木
材
の
生
産
な
ど
の
多

面
的
な
機
能
を
通
じ
て
、
私
た
ち
の
生
活

と
密
接
な
つ
な
が
り
を
有
し
て
い
ま
す
。

森
林
の
様
々
な
恩
恵
を
享
受
し
つ
つ
、

健
全
な
状
態
で
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

木
材
利
用
を
通
じ
た
森
林
の
整
備
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

森
林
・
林
業
に
関
係
す
る
一
七
団
体
が

構
成
す
る
間
伐
推
進
中
央
協
議
会
で
は
、

役
立
つ
間
伐
材
利
用
」
部
門
で
は
ウ
ッ
ド

メ
イ
ク
キ
タ
ム
ラ
ほ
か
五
件
、「
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
よ
る
森
づ
く
り
」

部
門
で
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
こ
ぴ
す

く
ら
ぶ
ほ
か
二
件
、「
林
業
事
業
体
に
よ

る
森
づ
く
り
」
部
門
で
は
松
浦
市
森
林
組

合
ほ
か
一
件
の
計
一
一
件
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
林
野
庁
長
官

賞
を
受
賞
し
た
二
件
と
間
伐
推
進
中
央
協

議
会
会
長
賞
を
受
賞
し
た
三
件
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

林野庁長官賞をはじめとした授賞式

間
伐
の
実
施
及
び
間
伐
材
の
利
用
に
係
る

斬
新
か
つ
積
極
的
な
取
組
の
普
及
を
図
る

た
め
、
平
成
一
二
年
度
か
ら
「
間
伐
・
間

伐
材
利
用
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
建
築
や
土
木
、
家
具
・

内
装
な
ど
に
間
伐
材
を
使
用
す
る
こ
と
で

間
伐
の
推
進
を
支
援
す
る
活
動
を
対
象
と

し
た
「
暮
ら
し
に
役
立
つ
間
伐
材
利
用
」

部
門
と
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

に
お
け
る
間
伐
推
進
や

地
域
活
動
な
ど
、
社
会

的
貢
献
度
の
高
い
取
組

を
対
象
と
し
た
「
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

に
よ
る
森
づ
く
り
」
部

門
、
林
業
事
業
体
に
お

け
る
間
伐
推
進
や
効
果

的
な
間
伐
実
施
な
ど
の

取
組
を
対
象
と
し
た
「
林

業
事
業
体
に
よ
る
森
づ

く
り
」
部
門
の
三
部
門

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

本
年
で
第
一
〇
回
目

を
迎
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

に
は
、
全
国
か
ら
九
二

件
の
応
募
が
寄
せ
ら
れ
、

平
成
二
一
年
度
の
受
賞

者
と
し
て
、「
暮
ら
し
に
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Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
室
の
中
里
茂
推
進
役
が
、

赤
道
山
に
お
け
る
森
づ
く
り
協
定
に

よ
る
活
動
内
容
や
、「
や
ま
も
り
」
と

命
名
し
た
の
と
森
づ
く
り
貢
献
型
の

定
期
預
金
の
概
要
等
を
説
明
し
ま
し

た
。ま

た
、
石
川
県
森
林
組
合
連
合
会

の
亀
井
順
一
郎
木
材
販
売
課
長
は
、「
石

川
県
に
お
け
る
間
伐
材
の
安
定
供
給

へ
の
取
組
」
と
題
し
、
安
定
供
給
の
実

現
に
当
た
っ
て
は
間
伐
材
の
利
用
促

進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
、

素
材
特
性
に
応
じ
て
販
売
展
開
し
た

事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

フ
ォ
レ
ス
ト
・
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
研
究

所
の
鋸
谷
茂
副
所
長
は
「
利
用
間
伐

を
推
進
す
る
た
め
の
路
網
整
備
の
取

組
」
と
題
し
、
林
道
・
作
業
路
網
の
整

備
方
法
や
留
意
点
を
豊
富
な
事
例
を

盛
り
込
み
な
が
ら
発
表
し
ま
し
た
。

一
〇
月
一
五
日
、
一
六
日
に
石

川
県
金
沢
市
で
「
森
林
整

備
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
〇
九
i
n
石

川
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
日
目
は
石
川
県
立
音
楽
堂
を

会
場
に
、「
間
伐
・
間
伐
材
利
用
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
本
年
度
入
賞
者
の
授
賞
式

と
、
林
材
ラ
イ
タ
ー
の
赤
堀
楠
雄
氏
に

よ
る
「
森
林
国
か
ら
林
業
国
へ
」
と
題

し
た
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
森

林
整
備
の
活
動
事
例
な
ど
も
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

第
二
日
目
は
、
加
賀
地
域
に
お
け
る

県
産
材
の
加
工
流
通
拠
点
と
な
っ
て
い

る
か
が
森
林
組
合
那
谷
工
場
と
南
加

賀
木
材
協
同
組
合
、
県
産
材
を
利
用

し
て
造
ら
れ
た
金
沢
城
・
河
北
門
に

お
い
て
現
地
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

第
一
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
紹
介

さ
れ
た
活
動
事
例
で
は
、「
金
融
機
能

を
通
じ
て
取
り
組
む
の
と
し
ん
の
森
づ

く
り
」
と
題
し
、
の
と
共
栄
信
用
金
庫

「暮らしに役立つ間伐材利用」部門

◇林野庁長官賞
・ウッドメイクキタムラ（三重県北

牟婁郡紀北町）

◇間伐推進中央協議会会長賞
・株式会社 大田花き花の生活研究所
（東京都大田区）

◇全国木材組合連合会会長賞
・アサヒビール株式会社（東京都墨

田区）

◇全国森林組合連合会会長賞
・中本製箸株式会社（石川県金沢市）

◇審査員奨励賞
・幸田町立坂崎小学校
　（愛知県額田郡幸田町）
・有限会社 長浜木履工場
　（愛媛県大洲市）

「森林ボランティア団体等による森づくり」部門

◇林野庁長官賞
・特定非営利活動法人 こぴすくらぶ
（千葉県船橋市）

◇間伐推進中央協議会会長賞
・ライオン株式会社（東京都墨田区）

◇全国林業改良普及協会会長賞
・NPO法人 根来山げんきの森倶楽

部（和歌山県和歌山市）

「林業事業体による森づくり」部門

◇間伐推進中央協議会会長賞
・松浦市森林組合（長崎県松浦市）

◇全国森林組合連合会会長賞
・鍋島林業株式会社（長崎県雲仙市）

「
森
林
整
備
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
〇
九  

in  

石
川
」

平成２１年度「間伐・間伐材利用コンクール」受賞者
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Ｃ
認
証
を
取
得
し
た
こ
と
も
、
全
部
、
地

元
の
木
を
使
う
こ
と
が
原
点
と
な
っ
て
い

ま
す
」
と
語
る
の
は
ウ
ッ
ド
メ
イ
ク
キ
タ

ム
ラ
の
北
村
英
孝
社
長
で
す
。

北
村
社
長
は
製
品
化
へ
の
苦
心
談
を

「
ヒ
ノ
キ
と
い
え
ど
も
木
で
す
か
ら
ア
テ

も
あ
り
、
ほ
か
の
欠
点
も
あ
る
。
間
伐
材

ウッドメイクキタムラ
北村英孝  社長

「
暮
ら
し
に
役
立
つ
間
伐
材
利
用
」
部
門

ウ
ッ
ド
メ
イ
ク
キ
タ
ム
ラ
（
三
重
県
）

林
野
庁
長
官
賞

と
な
れ
ば
市
場
に
出
回
ら
な
い
よ
う
な
木

も
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
。
た
だ
、
そ
ん

な
木
で
も
短
く
切
っ
て
手
を
か
け
れ
ば

ち
ゃ
ん
と
製
品
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

山
に
対
し
て
は
素
材
を
市
価
よ
り
一
割
高

く
買
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
れ

ば
山
に
も
手
が
入
る
よ
う
に
な
る
し
、
間

伐
し
た
丸
太
を
山
に
放
置
す
る
と
い
っ
た

状
態
の
解
消
に
も
役
立
ち
ま
す
。
今
は
枝

ま
で
使
お
う
と
い
う
意
気
込
み
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
」
と
語
り
、「
製
材
し
た
素

材
を
人
工
乾
燥
し
た
上
で
三
～
四
ヶ
月
養

生
し
て
お
く
の
も
、
そ
の
製
品
を
気
候
風

土
に
合
わ
せ
て
使
う
た
め
の
工
夫
で
す
。

そ
う
い
う
材
料
で
作
っ
た
も
の
は
一
生
使

え
る
製
品
と
な
り
ま
す
」
と
製
品
に
対
す

る
絶
大
な
自
信
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

受賞概要
ウッドメイクキタムラは、間伐材を使用したビジネスからプライベートまで使える家具を製作し

ており、全体的に直線を基調としたシンプルなデザインで、素材の良さをそのまま伝えることとし
ている。キャスター付きボックスや便利BOXの内部には「空間活用棚」を採用。これは縦横に組み
込まれた溝レール付パネルと可動式プレートの組み合わせで、ボックス内部の空間を有効に使い無
駄なスペースを無くす特許技術。以前から尾鷲ヒノキにこだわってきたが、より多くの人に尾鷲ヒ
ノキの魅力を伝え、木を使うことで地域の森林が適切に管理されることを望み、2000年にFSC森林
認証の加工流通認証であるCOC認証を取得。本作品の材料もFSC認証を受けた尾鷲ヒノキの間伐材
を100%使用している。

「
見
渡
す
限
り
山
に
囲
ま
れ
た
環
境
だ

け
に
、
こ
の
豊
富
な
地
元
の
木
を
何
と
か

有
効
に
使
お
う
と
色
々
な
試
行
錯
誤
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
製
品
開
発
も
素
材
利

用
も
、
そ
し
て
素
材
供
給
先
と
な
る
速
水

林
業
さ
ん
な
ど
と
協
力
し
て
二
〇
〇
〇
年

に
Ｆ
Ｓ
Ｃ
（
森
材
管
理
協
議
会
）
の
Ｃ
Ｏ
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「
法
人
名
と
な
っ
た
『
こ
ぴ
す
く
ら
ぶ
』

の
コ
ピ
ス
（Coppice

）
と
は
切
り
株
か

ら
出
て
く
る
萌
芽
の
こ
と
で
、
こ
れ
が

い
っ
ぱ
い
集
ま
れ
ば
雑
木
林
に
な
る
、
と

い
う
意
味
合
い
か
ら
命
名
さ
れ
て
い
ま

す
。
千
葉
県
に
は
今
で
も
里
山
林
が
多
く

存
在
し
ま
す
が
、
昔
は
ア
カ
マ
ツ
な
ど
が

植
栽
さ
れ
、
地
域
住
民
な
ど
に
よ
っ
て
維

持
管
理
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
マ
ツ
枯
れ
で
マ
ツ
が
消
滅
し
、
ま
た
、

人
が
入
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
里
山
林

は
今
、
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
山
を
再
生
さ
せ
よ
う
と
言
う
目
的
で
結

成
さ
れ
た
の
が
『
こ
ぴ
す
く
ら
ぶ
』
で
す
」

と
説
明
す
る
の
は
中
嶋
守
男
会
長
で
す
。

こ
ぴ
す
く
ら
ぶ
は
現
在
、
船
橋
市
内
の
森

林
所
有
者
四
三
名
か
ら
森
林
施
業
の
委
託

を
受
け
、
森
林
施
業
計
画
を
策
定
し
て
森

ＮＰＯ法人
こぴすくらぶ

中嶋守男  会長

「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
よ
る
森
づ
く
り
」
部
門

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ぴ
す
く
ら
ぶ（
千
葉
県
）

林
野
庁
長
官
賞

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
受
託
林
に
つ
い
て
は
、
当
面
一
〇
年

で
最
初
の
整
備
を
終
え
る
目
標
と
し
て
い

ま
す
が
、
三
〇
年
、
四
〇
年
と
放
置
さ
れ

て
き
た
と
こ
ろ
も
多
く
、
こ
う
し
た
と
こ

ろ
は
笹
が
は
び
こ
り
、
計
画
通
り
に
は
い

か
な
い
の
が
実
情
で
す
。
平
成
一
七
年
か

ら
の
取
組
で
よ
う
や
く
半
分
程
度
に
ま
で

こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
受
託
林
の
整
備
が
一

巡
す
れ
ば
そ
の
後
の
整
備
は
楽
に
な
る
わ

け
で
、
現
在
の
目
標
は
一
巡
目
の
整
備
を

ま
ず
は
成
し
遂
げ
る
こ
と
で
す
。
会
員
一

同
が
結
束
し
て
目
標
達
成
に
向
け
て
努
力

し
て
い
ま
す
。」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て

い
ま
す
。

受賞概要
特定非営利活動法人こぴすくらぶは、千葉県と船橋市の共催で行われた市民講座「森林の学校」

の受講生と既存の森林ボランティアの有志により平成17年2月に設立された。102haの森林につい
て、森林所有者との受委託契約に基づく森林施業計画を樹立することで、自主的な森林管理のサ
ポート及び代行機能を果たしている。この結果、“植えて育てるみどり”から、“伐って育てる森”
への意識の転換及び“森林は地域の財産である”といった合意形成が図られ、地域の森林づくりに
責任を持つ市民の育成に役立っている。また、森林所有者が森林づくりの義務を果たす仕組みづく
りとして、年30千円/haの森林整備委託料を所有者理解のもと負担いただいており、平成20年度か
らは、絆の森整備事業等の造林補助事業も活用しながら森林整備を進めている。
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「
一
番
大
事
な
こ
と
は
、
森
林
所
有
者

か
ら
間
伐
等
の
作
業
委
託
を
い
か
に
受
け

る
か
と
い
う
こ
と
で
す
」
と
語
る
の
は
松

浦
森
林
組
合
の
中
島
延
寿
組
合
長
で
す
。

「
利
益
を
還
元
で
き
な
け
れ
ば
森
林
所
有

者
に
と
っ
て
魅
力
は
な
く
賛
同
を
得
ら
れ

な
い
。
そ
う
な
る
と
集
約
的
な
森
林
施
業

国
内
最
大
の
花
き
卸
売
会
社
で
あ
る

（
株
）
大
田
花
き
が
業
界
初
の
シ
ン
ク
タ

ン
ク
と
し
て
創
業
し
た
企
業
が
（
株
）
大

田
花
き
花
の
生
活
研
究
所
で
、
花
き
に
関

す
る
研
究
・
開
発
を
幅
広
く
進
め
て
い
ま

す
。家

庭
用
や
事
務
所
用
に
花
き
の
普
及
を

図
る
た
め
の
グ
ッ
ズ
の
開
発
や
研
究
等
も

そ
の
一
環
で
、「
受
賞
対
象
と
な
っ
た
セ

ラ
ミ
ッ
ク
ス
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
人
工
培
養

土
は
、
消
臭
効
果
や
浄
化
性
能
の
高
い
炭

を
屋
内
の
植
木
鉢
の
中
で
使
え
な
い
か
、

と
の
発
想
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
黒

く
て
手
が
汚
れ
て
し
ま
っ
て
は
、
優
れ
た

も
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
広
く
賛
同

を
得
る
こ
と
で
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導

入
も
可
能
と
な
り
、
結
果
と
し
て
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
が
図
ら
れ
、
森
林
所
有
者
へ
の
利

益
還
元
も
可
能
と
な
る
。
ま
ず
は
個
々
の

森
林
所
有
者
か
ら
信
頼
を
得
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
」
と
説
明
し
ま
す
。

性
能
で
あ
っ
て
も
使
っ
て
も
ら
え
な
い
た

め
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
粒
状
に
加
工
し

ま
し
た
。
植
木
鉢
の
中
に
入
れ
て
も
綺
麗

で
清
潔
感
が
あ
り
、
炭
本
来
の
効
果
も
活

か
さ
れ
て
ま
す
」
と
説
明
す
る
の
は
研
究

所
の
桐
生
進
代
表
取
締
役
で
す
。

松浦市森林組合
中島延寿

代表理事組合長

（株）大田花き
花の生活研究所

桐生進  代表取締役

「
林
業
事
業
体
に
よ
る
森
づ
く
り
」
部
門

松
浦
市
森
林
組
合
（
長
崎
県
）

「
暮
ら
し
に
役
立
つ
間
伐
材
利
用
」
部
門

株
式
会
社
大
田
花
き
花
の
生
活
研
究
所
（
東
京
都
）

間
伐
推
進
中
央
協
議
会
会
長
賞

間
伐
推
進
中
央
協
議
会
会
長
賞

受賞概要
松浦市森林組合は、これまで、定性間伐と林内作業車

による集材を行ってきたが、森林所有者へ収益を還元す
るには至らず、林産コストを縮減して収益性を高めるこ
とが緊急の課題であった。このため、平成19年度に創設
された県の森林環境税を活用し、森林所有者の負担がな
い作業路の開設に取り組むとともに、高性能林業機械の
導入（リース）を開始した。翌20年度からは列状間伐を
採用することで、低コスト生産に向けた間伐作業に本格
的に着手し、収益を還元することができた。

受賞概要
（株）大田花き花の生活研究所は、間

伐材を炭素化しセラミックスコーティン
グした人工培養土を商品化した。

シックハウスの原因といわれるホルム
アルデヒドなどの室内大気汚染物質を炭
の吸着力で除去し、また、ペットやタバ
コの臭いなどの悪臭に対する消臭効果等
もあり、植物を育てながら室内の浄化を
行うのが特徴。
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「『
ラ
イ
オ
ン
山
梨
の
森
』
で
は
社
内
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
森
林
整
備
を
年
三
回

行
っ
て
い
ま
す
」
と
取
組
状
況
を
説
明
す

る
の
は
ラ
イ
オ
ン
株
式
会
社
C
S
R
推

進
部
の
永
合
一
雄
部
長
と
社
会
責
任
推
進

チ
ー
ム
の
小
竹
由
紀
専
任
部
長
で
す
。

同
社
は
「
社
が
指
定
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ライオン株式会社のCSR推進部
の永合一雄部長と社会責任推進
チームの小竹由紀専任部長

「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
よ
る
森
づ
く
り
」
部
門

ラ
イ
オ
ン
株
式
会
社
（
東
京
都
）

間
伐
推
進
中
央
協
議
会
会
長
賞

受賞概要
ライオン株式会社は、持続可能な循環型社会を実現するために、企業の果たす役

割は重大であると考え、特に、水環境保全の取組を近年強化している。森林整備や
間伐材の利用促進を通じて、CO2の吸収促進と「持続可能な森林経営」を活性化す
ることを主目的に「ライオン山梨の森」を開設した。平成18年10月からは、ボラン
ティア休暇制度を利用して社員が森林整備活動を行うとともに、森林のもつ多面的な
機能を体験的に学び、環境保全の重要性を理解するためのフィールドとしても「ライ
オン山梨の森」を活用している。社員ボランティアは、本社、研究所、小田原・千葉
両工場から参加しており、普段はあまり顔を合わすことのない社員同士の交流の場に
もなっている。

ア
に
参
加
す
る
場
合
は
、
年
間
五
日
間
ま

で
は
有
給
休
暇
扱
い
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
休
暇
が
利
用
で
き
ま
す
。『
ラ
イ
オ
ン

山
梨
の
森
』
で
の
活
動
に
参
加
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
今
年
か
ら
は
新
入
社
員
研
修
に
『
ラ

イ
オ
ン
山
梨
の
森
』
で
の
森
林
整
備
活
動

を
組
み
込
み
ま
し
た
」
と
取
組
の
輪
が
さ

ら
に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い

ま
す
。


